
【ウィンドウズ７効果？】
１月のパソコン出荷台数は、前年度比４０.３％増の

８４万６千台だったそうです。デスクトップ型が２８・９％
増の２５万９千台、ノート型が４５・９％増の５８万７千台
でした。パソコン出荷全体に占めるノート型の割合は
６９・４％と、やっぱりノート型に人気が集まってきてい
るようです。新OS搭載機は、やはり人気なんですね！

発行日 ２０１０年３月１日
発行元 ㈲沼津電話工事

小野博文
〒410-0022 静岡県沼津市大岡3916-8

055-921-1551 tel
055-922-1144  fax

http://www.net-ndk.co.jp/
ono@net-ndk.co.jp

沼津経営塾開催日

３月１１日（木） 市民文化センター第四会議室 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【感動した！】
翼君の話の右側を何にしようかと、とても悩みま

したが、先日感動した話がありましたので、その感
動が冷めてしまう前に書かせていただきます。

先日、ケイタイの調子が悪くなったので、機種変
更にショップに行ってきました。私は、ケイタイ
ショップの丁寧すぎるあいさつ、いかにもという営
業スマイルの割にはツンとした感じの対応。

あつ！それから椅子に座る時に、引いてくれたり、
戻してくれたり･･･
正直、あまり好きじゃないんですよっ。
もう少し、普通に出来ないものでしょうか！？

まぁ、そんな儀式も無事に済み、すんなりと機種
も決まり、事は順調に進むと思ったその時、私を担
当してくれた女性が、首を横に振りながら私のとこ
ろに来ました。

「小野様、今までの電話帳やアドレスなんですが、
新しい機種にうまく移せないんです」と、申し訳無
さそうな顔をしています。

４００件以上入っているデータを、また一から打ち
直すと思うと途方にくれますよね。

私も困った顔をしていると、その女性が「私、打ち
ますよ！」と申し出てくれたのです！

古いケイタイの情報を、一件一件確認しながら、新
しいケイタイに手で打ち入れてくれると言うのです。
「本当にいいの？」と聞くと、嫌な顔を一切せず、
「はい！時間はかかりますが私が打ちますよ」と
キッパリ言ってくれました。

その時は、「最近は他社に変更してしまう人も多い
から、きっとマニュアルに書かれているのかな？」
と思っていましたが、私としてはマニュアルであっ
ても本当にありがたく思いました。

後日、もう一度ショップに行く機会があったので
「そういうマニュアルがあるの？」と尋ねたら、
「そんなマニュアルありませんよ！ 基本的に中の
情報はお客様の管理になっていますから、本来なら
触らないところです。でもお困りでしょうから」と
笑って話してくれました。

驚きました。感動です！ 人を喜ばせること、感
動させるような仕事を、自分はしているのか？
こなしていただけかもしれません。（汗）

【１０万羽の折り鶴】
杉井先生を通して知り合った高遠さんの息子さん

の翼君は、小児癌に侵され、５歳の頃右足の切断、
中学生で脳腫瘍摘出などの大手術をし、入退院を繰
り返していました。しかし、懸命の治療、ご家族の
看病のかいもなく、２月１４日（日）１１時２８分、
大空へ旅立ってしまいました。１７歳でした。

私がその訃報を聞いたのは、杉井先生の声かけで、
集まった折り鶴１０万羽を、みんなで色分けしてい
る最中でした。１０万羽というと、本当にすごい量
なのです。綺麗に丁寧に折れているもの、きっと小
さいお子様が折られたのか、少しゆがんでいるもの、
折り方を間違えているもの、色々な鶴がありました
が、その折り鶴一つひとつに込められた回復への思
いと、無念さで、涙が止まらなくなりました。

お通夜の時にお持ちしたその折り鶴は、次の日、
祭壇の回りに敷き詰められ、色分けした白の鶴で、
床に大きな鶴の絵が描かれ、翼君の旅立ちを見送っ
てくれていました。１０万羽の折り鶴、きっと翼君
も嬉しかったと思います。

翼君は、自分の体験から、医者を目指していまし
た。入院中でも、朝目が覚めると勉強を始めたそう
です。しかし、病気の関係で、ひとつのことを覚え
るのに、時間がかかってしまうのです。

クリスマスの時、サンタさんへのプレゼントのお願
いのメモには『サンタさん、僕に時間をください』
と書いてあったそうです。

翼君はバイオリンがとても上手でした。色々な機会
に聴かせていただきましたが、お父さんが何年もか
けて作ってくれたバイオリンで、とても素敵な音楽
を奏でてくれました。実際の練習はとても時間がか
かり、大変だったと思います。

翼君が私たちに伝えてくれた事、伝えたかった事、
そして与えてくれたもの、それは何だったのでしょ
うか？ 翼君のひたむきな努力は、時間の大切さ、
命の尊さを教えてくれました。家族のありがたさ、
健康のありがたさ、人の温かさも伝えたかったで
しょう。私たちは、もっともっと自分の人生を大切
にしなければいけませんね。１０万羽の折り鶴は、
翼君に集った他力の力です。翼君が書いた「自力有
限 他力無限」の文字が、目の前に浮んできます。

翼君、ありがとう。そして、安らかにお眠り下さい。
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